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 本研究では、修飾鎖長の異なる 3 種類のポリ(N-イソプロピルアクリルアミド)(PNIPAAm)のポリマーブラシ

の表面形状を Nano-LSIの超解像 AFM を用いて解析した。3 種類の分子鎖長を有する PNIPAAm ブラシを

シリコン基板表面に原子移動ラジカル重合(ATRP)により作製した。 

これらの PNIPAAmブラシの PBS中での表面形状を温度 25℃、37℃で測定したところ、温度 25℃では平

滑な構造が確認できたのに対し、温度 37℃では凝集塊が観察され、表面粗さが顕著に表れる結果となった。

これは、25℃で膨潤していた PNIPAAm が、温度を 37℃に上昇させる事で凝集するためであると考えられ

る。 

また、分子鎖長の長い PNIPAAm ブラシでは、分子鎖長の短い PNIPAAm ブラシと比較して大きな凝集塊

が確認できた。これは、PNIPAAm の分子鎖が長くなるに従い、PNIPAAm の分子鎖の脱水和による構造変

化が顕著に表れるためであると考えられる。 

これらの結果より、Nano-LSI の超解像 AFM を用いた解析により、PNIPAAm ブラシの温度変化による構

造の違いを観察することができた。 
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